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●レンギョウ 

・連翹 

・いたちぐさ 

・いたちはぜ 

　モクセイ科の落葉低木で3～4月頃葉に先だち鮮黄色の
筒状四弁花を咲かせます。萌芽力が強く成長も早いので
垣根にも使われます。中国から延喜の頃（西暦901～923）
に渡来し和名抄（932）ではイタチグサとなっています。
元は薬草で漢方では果実を連翹と言い解熱･解毒･消炎剤
とし感冒や腫れ物の治療に使われます。レンギョウの名
は漢名「連翹」の音読みからきていますがシナレンギョウ・
朝鮮原産のチョウセンレンギョウ・日本野生種のヤマト
レンギョウなどもあります。 
　春のおぼろ月夜に咲き乱れるレンギョウの花は美しい
ものです。 
「連翹のまぶしき春のうれひかな」　万太郎 

　今月の表紙は、3月9日に文化会館小ホールで行われた西内小学
校6年生によるリコーダーのファイナルコンサートのひとコマです。
西内小学校の6年生は12名で今年平成15年3月で小学校を卒業し、
このコンサートは、5年生のときから毎日欠かさず練習してきた
リコーダー演奏の集大成として開催されました。コンサート終了
後には、子どもたちから、これまでリコーダーを教えてきてくれ
た先生に、子どもたちだけで練習してきたという曲をプレゼント。
そのリコーダーの美しい音色に、会場からは惜しみない拍手が贈
られていました。 

●西内小学校6年生が卒業ファイナルコンサート 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,286 （＋ 5 ） 

女…………12,969 （－18） 

総数………25,255 （－13） 

世帯数……・・8,922 （－13） 

　　　　　　  3月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線24882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

ほう  が 

れんぎょう げ  ねつ 

かんぼう は 

れんぎょう 

撮影場所：尾野山 
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▼平成15年度予算 

　
平
成
15
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
デ
フ
レ

経
済
の
中
に
あ
っ
て
、
国
の
歳
出
抑
制
と
予
想
さ
れ
る
町
税
の

減
少
な
ど
を
想
定
し
、
一
般
会
計
に
お
い
て
前
年
度
比
九
・
一

％
減
の
九
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
と
な
る
緊
縮
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
町
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
よ
う
歳
出
の
合
理
化
、
効
率
化
、
重
点
化
に
最

大
限
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
町
民
生
活
重
視
の
視
点
に
立
っ

て
町
民
皆
様
と
協
働
し
て
創
造
性
豊
か
な
取
り
組
み
を
計
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
道
路
整
備
は
昨
年
に
続
き
15
年
度
完
成
を
目
指

し
て
大
石
橋
の
架
け
替
え
工
事
及
び
依
田
川
左
岸
の
バ
イ
パ
ス

道
路
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。
西
内
小
学
校
の
大
規
模
改
造

事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
農
産
物
直
売
加
工
施
設
を
建
設
し
、
地

元
農
産
品
の
消
費
拡
大
を
進
め
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
、
資
源

循
環
型
社
会
を
迎
え
、
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
介
護
等
保
健
福

祉
や
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
等
の
環
境
対
策
に
も
重
点
配

分
を
し
ま
し
た
。
地
方
分
権
社
会
の
よ
り
自
立
し
た
自
治
体
づ

く
り
を
求
め
る
市
町
村
合
併
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
丸
子

町
・
上
田
市
・
真
田
町
・
武
石
村
四
市
町
村
の
任
意
合
併
協
議

会
の
話
し
合
い
を
も
と
に
、
町
民
皆
様
に
ご
判
断
い
た
だ
く
材

料
を
提
供
す
る
た
め
の
諸
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

行
政
各
般
に
わ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
図
り
、

課
題
を
抽
出
し
精
査
し
て
、
優
先
度
の
高
い
も
の
に
配
慮
し
予

算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
全
な
財
政
運
営
を

心
が
け
、
町
民
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
、
住
ん
で
い
る
喜

び
が
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
開

か
れ
た
町
政
を
町
民
皆
様
と
共
に
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
15
年
度

　
予
算
編
成
に
あ
た
り

丸
子
町
長
　
堀
内
憲
明 

会 計 名  

一 般 会 計  

国 保 会 計  

老人保健会計 

介護保険会計 

同 住 会 計  

下水道会計  

農集排会計  

平成15年度 平成14年度 増減額 増減率 

91億8,000 

18億9,237 

28億7,140 

17億2,456 

3,097 

15億3,378 

1億   711

101億0,000 

18億6,639 

28億9,872 

15億7,299 

3,400 

16億7,113 

9,829

△9億2,000 

2,598 

△2,732 

1億5,157 

△303 

△1億3,735 

882

△9.1 

1.4 

△0.9 

9.6 

△8.9 

△8.2 

9.0

一般会計の歳出状況（支出）一般会計の歳入状況（収入）

各会計の予算額

 

　
三
月
定
例
議
会
が
３
月
３
日
か

ら
17
日
ま
で
開
か
れ
、
平
成
15
年

度
の
丸
子
町
の
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。
平
成
15
年
度
予
算
で
は
、

昨
今
の
き
び
し
い
財
政
状
況
を
反

映
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
子
育
て
支
援

事
業
や
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化

な
ど
福
祉
、
教
育
、
環
境
に
重
点

を
お
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

予
算
編
成
の
基
本
方
針 

 

　
昨
今
の
経
済
状
況
に
よ
り
、
国

も
地
方
公
共
団
体
も
大
幅
な
税
収

不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な

税
金
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か

つ
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
、

役
場
と
し
て
の
努
め
で
す
。
こ
の

た
め
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
は
次
の
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
ま
し
た
。 

�
行
政
改
革
実
施
計
画
や
環
境
方

針
に
沿
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と 

�
振
興
計
画
と
実
施
計
画
に
基
づ

い
た
も
の
に
す
る
こ
と 

�
事
業
の
見
直
し
、
簡
素
効
率
化
、

経
費
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と 

�
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と 

　
こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
い
て
作

成
し
た
予
算
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
が
、
一
般
会
計
予
算
で
は
九

一
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
前
年
度
と

比
べ
て
九
億
二
〇
〇
〇
万
円
、
九
・

一
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
会
計
に
六
つ
の
特
別
会

計
の
予
算
を
合
わ
せ
る
と
一
七
三

億
四
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
、
前

年
度
よ
り
九
億
一
〇
〇
万
円
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

主
な
増
減
理
由 

 

　
一
般
会
計
の
予
算
は
、
前
年
度

よ
り
九
・
一
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
中
丸
子
保
育
園

改
築
事
業
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と
融
資
が
終

了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
疾

病
構
造
の
変
化
や
医
療
の
高
度
化

等
に
よ
り
、
保
険
給
付
費
が
増
え

て
い
ま
す
。
老
人
保
健
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
医
療
給
付
費
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
特
別
会
計
が
多
く
な
っ
た
の

は
要
介
護
、
支
援
認
定
者
が
増
加

し
、
居
宅
介
護
、
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
保
険
給
付
額
が
こ
れ

ま
で
の
見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
増

え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
同

和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特

別
会
計
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
、

住
宅
改
修
資
金
の
貸
付
件
数
の
減

少
を
見
込
ん
だ
た
め
で
す
。
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
管

渠
工
事
費
な
ど
が
少
な
く
な
っ
た

も
の
で
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
で
は
、
借
入
金
の
返
済

に
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。 

町税 

地方譲与税 

利子割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地方交付税 

28億2,034万円（30.7％） 

1億4,300万円（1.6％） 

2,700万円（0.3％） 

2億円（2.2％） 

1,500万円（0.2％） 

5,000万円（0.5％） 

1億円（1.1％） 

20億6,000万円（22.4％） 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林業費 

商工費 

1億3,358万円（1.5％） 

10億6,656万円（11.6％） 

19億4,081万円（21.1％） 

6億5,968万円（7.2％） 

2,207万円（0.2％） 

6億8,307万円（7.5％） 

4億3,495万円（4.7％） 

10億1,000万円（11.0％） 

4億9,500万円（5.4％） 

2億円（2.2％） 

6億5,262万円（7.1％） 

1億3,050万円（1.4％） 

3億4,231万円（3.7％） 

5億7,862万円（6.3％） 

1億3,327万円（1.4％） 

2億1,734万円（2.4％） 

500万円（0.1％） 

町債 

諸収入 

繰越金 

繰入金 

財産収入 

県支出金 

国庫支出金 

使用料及び手数料 

分担金及び負担金 

交通安全特別対策交付金 

2,200万円（0.2％） 

1億1,000万円（1.2％） 

8億2,250万円（9.0％） 

14億484万円（15.3％） 

3億1,301万円（3.4％） 

15億6,693万円（17.1％） 

予備費 

諸支出費 

公債費 

教育費 

消防費 

土木費 

計 
91億8,000万円 
（100％） 

計 
91億8,000万円 
（100％） 

単位　万円・％ 
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歳
入
の
状
況 

 

　
町
税
の
う
ち
町
民
税
に
つ
い
て

は
、
個
人･

法
人
と
も
に
景
気
の

悪
化
等
に
よ
り
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
、
国
税
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ

り
減
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金

が
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
の

は
、
福
祉
制
度
の
移
譲
に
よ
る
も

の
で
す
。
町
の
借
金
で
あ
る
町
債

が
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
の

は
、
ふ
る
さ
と
融
資
の
貸
付
金
が

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。 

    

主
な
事
業 

 

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
を
通
じ
、

主
な
事
業
は
左
記
の
と
お
り
で
す 

　
そ
の
他
、
一
般
会
計
の
歳
入
・

歳
出
予
算
の
款
別
の
額
な
ど
を
グ

ラ
フ
に
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

    《
総
務
企
画
》 

　
町
内
循
環
バ
ス
運
行
事
業
費  

八
五
○
万
円 

《
保
健
福
祉
》 

　
福
祉
医
療
給
付
費 

一
億
九
四
一
万
円 

　
予
防
費
　
　
　
五
〇
一
六
万
円

《
児
童
福
祉
》 

　
保
育
園
運
営
費 

　
　
　
　
　
五
億
七
〇
二
万
円 

《
同
和
対
策
費
》 

　
同
和
対
策
事
業
費 

　
　
　
　
　
　
六
九
〇
四
万
円 

　
住
宅
改
修
資
金
貸
付
金 

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円 

《
医
療
保
険
》 

　
国
民
健
康
保
険
給
付
費 

　
　
　
一
二
億
八
四
二
一
万
円 

　
老
人
保
健
給
付
費 

　
　
　
二
八
億
三
三
一
八
万
円 

　
介
護
保
険
給
付
費  

　
　
　
一
六
億
七
一
二
一
万
円 

《
環
境
保
全
》 

　
公
共
下
水
道
建
設
費 

　
　
　
　
六
億
二
九
一
二
万
円 

　
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
費  

三
二
二
五
万
円 

　
ご
み
処
理
費 

　
　
　
　
二
億
四
九
六
七
万
円 

　
定
住
住
宅
建
設
促
進
事
業
費
奨
励
金 

一
七
〇
〇
万
円 

《
商
工
振
興
》 

　
中
小
企
業
等
融
資
預
託
金 

二
億
二
三
〇
〇
万
円 

《
消
防
》 

　
丸
子
消
防
署
運
営
費 

二
億
三
三
〇
六
万
円 

《
教
育
》 

　
小
中
学
校
管
理
費 

一
億
七
六
八
二
万
円 

高齢者ができる限り寝たきりなどの要介護状態に陥ったり、
状態がさらに悪化することがないようにする事業です。 

生きがい活動支援通所事業（自立デイサービス）  468万円 
生活管理指導員派遣事業（自立ホームヘルパー）  195万円 
生活管理指導短期宿泊事業（自立ショートステイ）  103万円 
介護予防事業など  198万円 

●介護予防生きがい活動支援事業　964万円 

保健福祉 保健福祉 

平成１３年９月の台風１５号により被災した
大石橋の復旧を図るものですが、本橋梁
の拡幅架け替えを実施することで交通回
復を図ると共に、２車線化として渋滞緩和
を図る本年度完成予定の事業です。 

主な経費 
工事請負費（取り付け道路）   ５，１００万円 
負担金（橋梁上部工工事費）   １億１，２００万円 
上田市発注のため負担金となります。 
移転補償金      ３５０万円 
その他事務経費      ２５０万円 

●大石橋架替工事費　1億6,900万円 

土木 土木 
農産物直売施設の基幹的センターを整備し、地域へ安全な農産物
の安定供給、また、学校給食への地元農産物の供給等により、農
家所得の向上を図る事業です。 

主な経費 
設計監理委託料       ５００万円 
工事請負費     １億１，０００万円 
用地取得費    ４，８００万円 

●農産物直売加工施設建設事業費　1億6,300万円 

農林業振興 農林業振興 

町の恵まれた自然環境を背景に、住民の意向を取り
入れた施策の実施により、さらに地域の生活空間に花
や緑を増やしていき、花いっぱい運動をはじめ住民参
加による10の事業の展開を図り、うるおいのある景観
と快適な生活環境を創出する事業です。 

主な経費 
花いっぱい運動　花苗・肥料 ６８３万円 
コンクール記念品     ９万円 
花だより   ３７万円 
花いっぱい運動等交付金 ２４６万円 
その他事務経費   ２５万円 

●花と緑のまちづくりデザイン事業　1,000万円 

環境保全 環境保全 

西内小学校の普通教室棟の大規模改造事業を
実施し、施設改装、設備更新を実施し、あわせて耐
震補強工事を実施する事業です。 

主な経費 
設計委託料（管理棟・体育館）      ４２０万円 
設計監理委託料（普通教室棟）      ２７３万円 
借料（仮校舎リース料）      ９１４万円 
工事請負費（普通校舎棟）　　　   ２億４，４２３万円 
備品購入費      １８０万円 

●西内小学校大規模改造事業費　2億6,210万円 

教育 教育 

家族の就労などのため、小学校の低学年の児童を対
象に、放課後の児童の健全育成を図る事業です。 
丸子北児童クラブ運営費（登録６１人） ５７５万円 
丸子中央児童クラブ運営費（登録４１人） ５３３万円 
塩川児童クラブ運営費（登録１３人） ４２６万円 
西内児童クラブ運営費（本年度開設） ４８６万円 

主な経費      
指導員賃金　　　　　　　　　　　 １，６５７万円 
児童クラブ共済保険料   ４１万円 
施設修繕料 １１５万円 
施設維持費 ２０７万円 

●児童クラブ費　2,020万円 

児童福祉 児童福祉 
新規

新規

新規

▼平成15年度予算 

大石橋完成予定図 

農産物直売加工施設建設予定地 
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▼平成15年度予算 

　
幼
稚
園
運
営
費 

一
億
二
七
二
万
円 

　
社
会
教
育
、
公
民
館
事
業
費 

二
四
五
七
万
円 

　
保
健
体
育
総
務
費 

四
三
六
九
万
円 

　
学
校
給
食
費  

一
億
一
九
一
七
万
円 

     

企
業
会
計
の
状
況 

 

　
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
経
営

の
合
理
化
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
管
の
更
新
を
図
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

の
敷
設
替
え
を
進
め
ま
す
。 

　税金は普通その使い道に制限がありません（もちろん
不当な支出は許されませんし、議会で議決されなければ
使えません）が、目的税とはその使い道が法律によって
定められているものです。町の目的税は、入湯税と都市
計画税です。 

※繰出金とは、一般会計と特別会計または特別会計相互
間において経費の負担区分の原則に基づき支出される
経費です。例として、国保会計に対して出産育児一時
金に係る経費のために支出されるものなどです。 

  

会　計　名 増減率 増減額 平成14年度 平成15年度 区　　　分 

△6.4 

△5.7 

56.4 

5.5

△3,784 

△3,236 

1億4,195 

2,750

5億8,758 

5億6,610 

2億5,156 

5億   141

5億4,974 

5億3,374 

3億9,351 

5億2,891

収入 

支出 

収入 

支出 

収益的収支 

 

資本的収支 

水道事業会計 

単位　万円・％ 

単位　万円 

単位　万円・％ 

国 保 会 計  

老人保健会計 

介護保険会計 

同和住宅会計 

下水道会計 

農業集落排水会計 

　 計 　  

収入見込額 
使い途とその予算額 

事　業　名　等 予算額 

878 

3,000 

1億2,625 

1億6,503 

4億3,313 

3,519 

1億   856 

5億7,688

9,651 

1億7,093 

2億3,697 

346 

6億9,465 

8,907 

12億9,159

7,022 

1億4,527 

2億1,717 

331 

6億3,828 

7,839 

11億5,264

2,629 

2,566 

1,980 

15 

5,637 

1,068 

1億3,895

37.4 

17.7 

9.1 

4.5 

8.8 

13.6 

12.1

2,693

1億8,304

区
　
分 

入
　
湯
　
税 

都
市
計
画
税 

観 光 関 係 経 費  

道路橋梁関係経費  

西内地区下水道経費 

　 計 　  

下 水 道 事 業  

都市計画事業借入金の償還金 

クリーンセンター公債費 

　 計 　  

会  計  名 15年度 14年度 増減額 増減率 

収益的収支　資本的収支以外のもの 
資本的収支　建設改良費や企業債（元金）の収入支出を示すもの 
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「
ふ
る
さ
と
の
　
思
い
を
た
く
す
　
こ
の
一
票
」

「
澄
み
切
っ
た
　
子
の
目
濁
す
な
　
こ
の
一
票
」

　
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
４
月
４
日（
金
）に
告
示
さ
れ
、４
月
13
日（
日
）午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

  ●
投
票
の
で
き
る
方 

　
今
回
の
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、次
の
両
方
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

で
す
。こ
の
方
に
は
、入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。 

 【
年
齢
要
件
】　 

昭
和
58
年
４
月
14
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方 

【
住
所
要
件
】
　
平
成
15
年
１
月
３
日
現
在
で
丸
子
町
の
住
民
基
本
台
帳（
住
民
票
）に
登
録
さ
　

　
　
　
　
　 

れ
て
お
り
、引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
方 

ご
注
意 

※
他
県
へ
住
所
を
移
し
た
場
合
は
、入
場
券
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。 

※
県
内
の
他
の
市
町
村
へ
住
所
を
移
し
た
場
合
は
、転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
参
し
て
、丸
子
町
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

●
入
場
券
の
配
布 

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、１
枚
の
は
が
き
に
２
名
分
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
す
る
時
は
、は

が
き
の
隅
か
ら
は
い
で
ご
自
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
入
場
券
は
、４
月
２
日
に
発
送
し
ま
す
。
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、早
め
に
丸
子
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

●
不
在
者
投
票 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、病
気
な
ど
の
た
め
投
票
で
き
な
い
方
は
、早
め
に
不
在
者
投
票
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間 

　
　
４
月
４
日（
金
）〜
４
月
12
日（
土
）　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

　
　
場
所
　
役
場
　
１
階
ロ
ビ
ー 

※
入
場
券
が
お
手
元
に
届
い
て
い
ま
し
た
ら
各
自
切
り
離
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

　
選
挙
公
報
は
、候
補
者
の
考
え
方
や
経
歴
な
ど
を
広
く
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
発
行
し
ま
す
。 

　
４
月
７
日
以
降
に
各
区
な
ど
を
通
じ
て
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

　
丸
子
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
４
月
22
日
（
火
）に
告
示
さ
れ
、４
月
27
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

  ●
投
票
の
で
き
る
方 

　
今
回
の
丸
子
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、次
の
両
方
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
す
。こ
の
方
に
は
、入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。 

【
年
齢
要
件
】　
昭
和
58
年
４
月
28
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方 

【
住
所
要
件
】　
平
成
15
年
１
月
21
日
現
在
で
丸
子
町
の
住
民
基
本
台
帳（
住
民
票
）に
登
録
さ
れ

　
　
　
　
　
　
て
お
り
、引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
方 

ご
注
意 

※
入
場
券
が
あ
っ
て
も
、投
票
日
当
日
丸
子
町
に
住
所
の
な
い
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。 

●
入
場
券
の
配
布 

　
入
場
券
は
４
月
20
日
に
発
送
し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
は
22
日
頃
ま
で
に
お
届
け
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、早
め
に
丸
子
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

　
ま
た
、入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

●
不
在
者
投
票 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、病
気
な
ど
の
た
め
投
票
で
き
な
い
方
は
、早
め
に
不
在
者
投
票
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間 

　
　
４
月
22
日（
火
）〜
４
月
26
日（
土
）　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

　
　
場
所
　
役
場
　
１
階
ロ
ビ
ー 

※
入
場
券
が
お
手
元
に
届
い
て
い
ま
し
た
ら
、各
自
切
り
離
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

　
選
挙
公
報
は
、候
補
者
の
考
え
方
や
経
歴
な
ど
を
広
く
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
発
行

し
ま
す
。 

　
選
挙
公
報
は
、立
候
補
届
を
締
め
切
っ
た
後
で
な
い
と
印
刷
に
入
れ
な
い
た

め
、皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
の
は
４
月
25
日
頃
に
な
り
ま
す
が
、

何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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少
子
高
齢
化
が
年
々
進
み
、
高
齢
化

率
の
上
昇
と
と
も
に
介
護
が
必
要
な
方

や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
人
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や

高
齢
者
を
と
り
ま
く
家
族
の
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
参
加
の

促
進
、
生
き
が
い
づ
く
り
等
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
を
幅
広
く
活
用
し
、
み
ん
な
で
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
、
老
後
を
住
み
慣
れ

た
環
境
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
目

標
と
し
て
計
画
を
推
進
し
ま
す
。 

     
○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

　
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
さ
ら
に
充

実
し
た
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
で

の
介
護
に
視
点
を
向
け
、
既
存
の
施
設
や

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
在
宅
と
施
設

の
中
間
に
位
置
す
る
ケ
ア
付
住
宅
等
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

○
介
護
保
険
料
に
つ
い
て 

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
数
の
増
加
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
増
に
伴
う
保
険
給
付
実
績
の
増
加
、

第
１
期
計
画
に
よ
る
借
入
金
償
還
等
に
よ

り
基
準
額
を
３
、８
７
０
円
と
し
ま
し
た
。 

○
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て 

　
介
護
保
険
料
を
６
段
階
に
設
定
（
今
ま

で
は
５
段
階
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）
し
、

低
所
得
者
の
負
担
緩
和
を
行
い
ま
す
。 

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
待
機
に

つ
い
て 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
申
込
が
増
加

し
て
い
る
中
で
、
施
設
に
対
し
緊
急
度
に

よ
る
優
先
入
所
順
位
の
協
力
を
得
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

○
介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

　
今
後
も
介
護
保
険
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
高
齢
者
の
保
健
福
祉
に
関
し
て
丸

子
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
充
実
さ
せ
、

寝
た
き
り
の
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
介

護
予
防
事
業
を
推
進
し
、
生
活
支
援
（
地

域
支
え
あ
い
事
業
）
の
対
象
者
の
拡
大
を

計
っ
て
い
き
ま
す
。 

○
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
に
つ
い
て 

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
行
政
主

導
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
ふ
れ

あ
い
の
会
を
は
じ
め
地
域
に
お
い
て
自
主

的
な
活
動
と
し
て
支
え
あ
い
や
交
流
事
業

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。 

丸
子
町
老
人
保
健
福
祉
計
画

お
よ
び
第
２
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
内
容

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委

員
会
に
お
い
て
検
討
し
た
重

点
課
題

平成15年4月からの65歳以上の方の介護保険料

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

第6段階 

1,742 

2,825 

3,870 

4,838 

5,805 

6,773

20,898 

33,902 

46,440 

58,050 

69,660 

81,270

生活保護者または老齢福祉年金受給者（基準額×0.45） 

世帯全員が住民税非課税（基準額×0.73） 

同世帯の中でご本人だけが住民税非課税（基準額） 

ご本人が住民税課税で所得が200万円未満（基準額×1.25） 

ご本人が住民税課税で所得が200万円以上400万円未満（基準額×1.50） 

ご本人が住民税課税で所得が400万円以上（基準額×1.75） 

段　階 対　象　者 月額（円） 年額（円） 

（前回のつづき） 

　市崎　のぶさんは、夫の勇さんと二人で介護保険のサービスを利用し

ています。ヘルパーさんが来てくれるときは、のぶさんの介護保険サー

ビスで「生活援助」として1時間ほど家の中の掃除や洗濯をしてもらい

ます。その後、勇さんの介護保険サービスで「身体介護」として30分間、

着替えやヘルパーさんの介助付きで近所を散歩してきます。天気がわる

いときは、家の中でカラオケをしていますが、歌うことにより字幕を追

いながら少しずつ言葉を発せられるようになりました。また音楽に合わ

せて体操も行います。 

　入浴のときには、シャワーいすを浴槽の脇に置いて段差をなくして体

を浴槽へ移します。「シャワーいすを利用することを病院でリハビリの

先生に勧められました。今に比べたらあの頃は福祉用具なんてあまり身

近ではなかったけれど、今では介護保険の対象になる品目なので保険の

給付が受けられるんですよね。わたし達は介護保険が始まる前から使っ

ていますから。」 

　のぶさんは、杖やいすや家具をうまく配置して手すりがわりにしなが

ら家の中を自由に行き来しています。　　　　　　　 

この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

（上丸子） 
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平
成
15
年
度
の
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保

険
料
の
お
支
払
い
は
、
現
金
ま
た
は
口
座
振

替
と
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
年
額
は
同
じ

で
す
。 
 

   

　
４
月
半
ば
に
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
平
成
15
年
４
月
１
日
時
点
で
、
老
齢
福
祉

年
金
・
退
職
年
金
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
年

金
月
額
が
１
万
５
千
円
（
年
額
18
万
円
）
以

上
の
方
は
、
平
成
15
年
10
月
以
降
、
「
年
金

か
ら
の
天
引
き
」
に
自
動
的
に
変
更
と
な
り

ま
す
。
６
月
半
ば
に
平
成
15
年
度
納
入
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
変
更
に
な
る
方

へ
は
そ
の
旨
を
ご
通
知
し
ま
す
。
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

    

　
平
成
15
年
２
月
の
保
険
料
額
を
４
月
・
６

月
・
８
月
は
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
６

月
の
平
成
15
年
度
の
住
民
税
の
決
定
に
よ
り

保
険
料
支
払
い
段
階
区
分
が
変
更
に
な
る
方

は
、
９
月
に
お
送
り
す
る
「
平
成
15
年
度
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

介
護
保
険
に
つ
い
て
の 

　
　
　
　
　
　
ご
相
談
、
ご
意
見
は
、 

　
丸
子
町
役
場  

保
健
福
祉
課  

介
護
係
　 

　
　
　
　
　  

電
話
　
4
2
―

0
0
1
5
　 

　
　
　
　
　  

有
線
　
2
4
5
8
3

介
護
保
険
料
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浴槽の寸法を測って浴槽の高さに合わせて 
作ってもらいました。手すりも付けました。 

犬のコロは、デイサービスの迎えの車がくると、 
ふたりの顔を見て吠えながら知らせます。 

◆
４
月
の
65
歳
以
上
の
方
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　        

介
護
保
険
料

◆
現
在
、
現
金
ま
た
は
口
座
振
替
に

　
　
　
　
　
　  

よ
り
お
支
払
い
の
方

◆
現
在
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
　  

　
　
　
　
　
　  

よ
り
お
支
払
い
の
方

※平成15年度からの保険料（右記参照）は、6月の平成15年度の住民税が決定し
た後になります。4月は、平成15年2月と同じ段階区分で2月の保険料額をお支
払いいただきます。 

※現在「現金または口座振替」により介護保険料をお支払いいただいている方
へは4月半ばに納入通知書をお送りします。納期は4月30日（水）です。 

4月の65歳以上の方の介護保険料 

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 

2,300円 3,500円 4,700円 5,800円 7,000円 
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メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
水
道
料
金

や
下
水
道
使
用
料
の
計
算
を
す
る
基
礎
と

な
る
大
切
な
業
務
で
す
。 

 

　
現
在
７
人
の
検
針
員
さ
ん
が
皆
様
の
お

宅
に
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
と
き
ど

き
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
回
り
に
お
店
の

商
品
や
自
転
車
、
ご
家
庭
の
植
木
鉢
や
灯

油
缶
な
ど
の
物
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
犬
が
い
て
近
寄
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
メ
ー
タ
ー
の
回
り
に
は
何
も
置
か
な
い
」

「
犬
は
離
れ
た
所
に
つ
な
ぐ
」
と
い
っ
た

配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
検
針
は
隔
月
、
偶
数
月
に
行
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
例
月
に
比
べ
異
常
数
値
が
出

た
場
合
は
、
再
検
針
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で
定
め
ら

れ
た
８
年
で
全
て
交
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
異
常
数
値
の
原
因
と
し
て
、
メ
ー

タ
ー
の
故
障
や
読
み
間
違
い
は
ま
ず
な
く
、

宅
内
漏
水
や
使
用
方
法
の
不
適
切
に
よ
る
も

の
が
大
部
分
で
す
。 

 

　
ご
自
分
で
簡
単
に
で
き
る
漏
水
の
検
査

方
法
は
、
全
部
の
蛇
口
を
閉
め
、
メ
ー
タ
ー

内
の
針
が
回
っ
て
い
る
か
確
認
を
す
る
こ
と

で
す
。
針
が
回
っ
て
い
る
と
漏
水
の
可
能
性

が
大
き
い
で
す
か
ら
、
至
急
最
寄
り
の
丸
子

町
営
水
道
指
定
給
水
装
置
事
業
者
（
二
月
末

で
八
十
五
業
者
）
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
水
道
課
で
は
直
営
の
宅
内
工
事
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
ま
た
、
写
真
で
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、

蛇
口
の
開
け
方
に
よ
り
、
使
用
水
量
が
極
端

に
違
い
ま
す
。
浴
槽
に
水
を
溜
め
な
く
て
も
、

シ
ャ
ワ
ー
や
洗
濯
に
よ
り
大
量
の
水
使
用
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い

ま
す
。 

10�/h

1500�/h

　2月16日、丸子町文化会館で丸子町ボランティア連絡協議
会の定期交流会が開催され、町内のボランティア団体関係
者などが参加しました。午前中は、「みんな集まれボランテ
ィアフェスタ」と題し、各ボランティア団体の活動の紹介、
手話による歌やダンスが披露されました。そのあと、体験
コ－ナーでは銅工芸や絵手紙、折り紙教室が開催されました。
午後は、松本サリン事件の被害者で、長野県の公安委員の
河野義行さんにより「家庭介護に携わって」と題して講演
会が行われ、松本サリン事件の自身の体験やいっしょに被
害に遭われた夫人の介護の体験について講演しました。 

ボランティアの輪を広げる 

　3月1日、文化会館小ホールで「春風のように街にデカケヨ
ウよの会」が開催されました。これは、障害者の方々が気軽に
でかけられる地域支援を考えようと開催されたもの。 
　この日は町内の福祉活動の発表として丸子町のバリアフリー
マップを作成した丸子中央小学校の5年3組の子どもたちと、
滝沢拓也さんはじめ高校生3名の代表からなる福祉活動グルー
プ「スマイルねっとSTARE（ステア）」の日ごろの活動を発表
しました。また、北信圏域障害者生活支援センター所長の福岡
寿さんによる「障害者が豊かに暮らせる地域にするために」と
題して講演が行われました。 

春風のように街にデカケヨウよ 

ファーストビルで丸子実業高校生徒の書道展 
　3月7日から20日まで、上丸子のファーストビル1階で丸

子実業高等学校の生徒による書道展が開催されました。今

回の書道展はファーストビルの空き店舗を利用して開催さ

れましたが、これは、昨年開催された「地域にぎわい創出

研究会」の中で商店街の活性化に地元の高校生の力をとい

う意見を取り入れて、丸子実校と商工会の主催で行ったも

の。書道展では、丸子実業高校の書道選択の生徒の一年間

の学習の成果を地域の人たちに見てもらおうと書道作品の

ほか、篆刻や掛け軸、刻字といった作品が展示されました。 

音楽村でハーモニースクール文化祭 
　3月9日、信州国際音楽村で恒例のハーモニースクール文化祭が開催

され、多くの観客が訪れました。このハーモニースクール文化祭は、

信州国際音楽村の研修センターを使って行われているハーモニースク

ールで学んだ成果を発表する場として開催されたもので、ハーモニカや、

ヴァイオリン、津軽三味線といった教室の生徒が交流コンサートを行

いました。また、絵画教室や草木染め、籐工芸の教室の作品展も開か

れました。会場には、お茶席やドライフラワーのしおり作りの体験教

室も開かれ、親子連れで、しおりづくりを体験する姿も見られました。

また、音楽村では4月13日ごろまですいせん祭りを開催しています。 

～ボランティア連絡協議会定期交流会～ 

〜
ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
環
境
〜

　
下
水
道
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、何
で
も
流
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。み
ん
な
の
下
水
道
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
や
さ
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。 

  

★
調
理
く
ず
や
て
ん
ぷ
ら
油
は
台
所
に
流
さ
な
い
で
ね
！ 

�
調
理
く
ず
は
、目
の
細
か
い「
コ
ー
ナ
ー
」や「
コ
ー
ナ
ー
」に
備
え
た
紙
袋
な
ど
で

受
け
、流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

�
フ
ラ
イ
パ
ン
や
天
ぷ
ら
鍋
を
洗
う
と
き
は
、紙
等
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ

う
。拭
き
取
っ
た
紙
類
は
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。 

  

★
洗
剤
の
使
用
に
注
意
！  

�
リ
ン
を
含
む
洗
剤
は
、処
理
場
の
富
栄
養
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。洗
剤
は
石
鹸

や
無
リ
ン
洗
剤
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

�
洗
剤
は
適
量
を
計
量
カ
ッ
プ
で
計
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

目
分
量
は
使
い
す
ぎ
の
も
と
で
す
。 

  

★
危
険
物
は
下
水
に
捨
て
な
い
で
ね
！  

�
ガ
ソ
リ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、石
油
等
は
気
化
し
て
爆
発
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ま

た
、農
薬
、殺
虫
剤
、防
臭
剤
、塩
酸
な
ど
は
処
理
場
の
微
生
物
を
殺
し
て
し
ま
う

の
で
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

  

★
水
洗
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
！ 

�
水
洗
ト
イ
レ
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、紙
お
む
つ
、生
理
用
品
な
ど
も
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。配
管
の
詰
ま
り
、故

障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

  　
大
量
消
費
型
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
に
あ
っ
て
は
、私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、変
え
て
い
く
こ
と
が
、自
然

環
境
を
取
り
戻
し
て
い
く
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

供用開始区域内で未水洗化世帯の皆様、１日も早い水洗化にご協力お願いします。（下水道課） 
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乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

4月4日（金） 
4月25日（金） 
4月11日（金） 
4月15日（火） 
4月18日（金） 

平成14年11月3日～12月9日生 
平成14年6月生 
平成13年10月生 
平成13年3月生 
平成12年3月生 

実施日 時　間 場　所 
4月16日（水） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

【問】　保健センター　�42-1117　有線2-4483

  1日 障害者の集い 
12日 公立高校入学試験 
18日 中学校卒業式 
19日 小学校卒業式 
20日 公立高校合格発表 
26日 保育園・幼稚園卒園式　 

  2日 保育園・幼稚園入園式 
  3日 中学校入学式 
  4日 小学校入学式 
29日 みどりの日 

4月は 河川美化月間 
 
  6日 春の交通安全運動 
  7日 世界保健デー 
18日 発明の日 
20日 逓信記念の日 
21日 春分の日 
29日 みどりの日 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室） 
【申込・問】役場企画課 情報係　TEL42-1011 有線24882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
4月の内容［  新年度予算について   ］ 

『丸子町行政情報番組』 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

公共事業の再評価を実施 

　長期間にわたる公共事業の見直しを行い事業の継続・休止・中止等を住民益の
確保の点から事業の効率性及びその実施過程の透明性をより一層高めるため、庁
内で組織する丸子町公共事業再評価委員会及び第三者機関である丸子町公共事
業評価監視委員会で審議しました。 
　審議に当たっては、事業の進捗状況や事業をめぐる社会情勢の変化、費用対効果、
コスト縮減対策代替案の可能性、自然環境に及ぼす影響など、さまざまな角度から事
業の評価を行いました。 
＜再評価の概要＞ 
○評価対象事業：公共下水道事業（丸子処理区） 
○審議結果及び対応方針：事業継続 
○事業実施に当たっての留意事項 
・建設コストの縮減に努める。 
・代替施設の整備を視野に入れた柔軟な事業運営を行う。 
・事業で得られた効果をわかりやすく住民に知らせる。 
・汚泥の処理方法など、循環型社会の構築を目指した長期的な事業運営を行う。 
・水の利用に対しての意識啓発を行う。 
・公共事業については、施設整備の可否や工事の実施にかかる経費、施設の運
営費などを住民にわかりやすく説明する。 
・事業効果など定期的な検証を実施する。 
※詳細は、町のホームページに掲載してありますので、ご覧ください。 
【問】役場　企画課　企画係　�42－1041　有線24510

町内各施設に設置する広報まるこをご利用ください。 

　町内の公共施設に広報まるこ、広報まるこお知らせ版を設置します。場所は町内
の各保育園・幼稚園、町民センター、ふれあいステーション、文化会館、解放センター、
金子図書館、丸子町情報館です。町のお知らせやイベントなどの情報が盛りだくさん
の広報まるこをご利用ください。 
【問】役場　企画課　情報係　�42-1011　有線24882

固定資産税課税台帳縦覧のご案内 

　固定資産税の課税台帳をご覧になったことがありますか。 
　平成15年度の課税内容(土地・家屋など)を確認していただくため、固定資産税課
税台帳の縦覧の機会を設けています。ご自分の資産の確認をしてみてはいかがで
しょうか。 
期　間●4月1日(火)から6月2日(月)まで 
 　　　　※土曜、日曜、祝日は除く 
場　所●役場　税務課　資産税係 
 　　　　印鑑をお持ちください。代理人の場合は委任状が必要です。 
手数料●無料(コピー代は実費) 
◯平成15年度の固定資産税第１期の納期限は6月2日(月)です。 
【問】役場　税務課　資産税係 
 　　�４２-１０２９　有線２４５２３ 

消防小型動力ポンプ及び積載車を導入 

　町内消防団に新たに小型動力ポンプ及び
積載車を更新しました。 
　この度、更新となったのは、中丸子のポンプ
付き普通積載車と下丸子、腰越の小型動力ポ
ンプです。特徴は四輪駆動車で雪道に強く、ポ
ンプは水冷式で長時間の放水が可能で、廃油
を出さない、環境に優しい配慮がされています。 

　
丸
子
町
の
町
営
温
泉
施
設
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、
今
回
は
西
内
の

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
西
内
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
は
西

内
小
学
校
の
前
、
西
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
と
な
り
に
あ
る
、
西
内
地
区
の
公
民

館
を
兼
ね
た
施
設
で
す
。 

　
お
湯
は
大
塩
温
泉
か
ら
ひ
い
た
天
然
温
泉
で
、
高
血
圧
や
神
経
痛
、
皮
フ
病

な
ど
に
効
用
が
あ
る
そ
う
で
す
。
温
泉
に
は
ど
な
た
で
も
入
浴
で
き
、
料
金
は

中
学
生
以
上
は
１
０
０
円
、
小
学
生
は
５
０
円
。
「
少
し
熱
め
の
お
湯
は
、
疲

れ
を
取
る
の
に
一
番
」
と
地
元
の
方
々
に
も
好
評
で
す
。
入
浴
後
は
２
階
の
畳

敷
き
の
部
屋
で
休
憩
も
で
き
ま
す
。
営
業
時
間
は
４
月
か
ら
延
長
さ
れ
午
前
９

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。
仕
事
帰
り
に
熱
い
お
湯
で
疲
れ
を
落
と
し
て
い
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

◆
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
内
の
浴
場

　
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
　
　
丸
子
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
電 

話  

４２
ー
０
０
３
３ 

　
　
　
　
　
有 

線  

２
４
８
２
１ 

多胎児家族のつどい 

教室名 と　き 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い
ビィーンズ 

 4月23日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�ところ：保健センター 
 

実施日 対　象　者 場　所 
4月9日（水） 平成14年9月・10月生 保健センター 

7ヵ月 児 相 談 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

予　防　接　種 
�受付時間：午後1：00～2：00 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・予診票 

種　類 実施日 対　象　者 
ポ リ オ  
ポ リ オ  

4月7日（月） 
4月8日（火） 

平成14年7月～9月生 
平成14年10月～12月生 

熱いお湯は疲れをとるには一番 

2階には新たに畳敷きの休憩室も 
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お問い合わせは　生活課　国保年金係　�42-1053　有線24493

監
査
委
員
告
示
第
二
号 

　
地
方
自
治
法（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）

第
一
九
九
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、同
条
第
九
項

の
規
定
に
よ
り
、監
査
の
結
果
を
公
表
す
る
。 

　
　
平
成
一
五
年
二
月
二
六
日 

　
　
　
丸
子
町
監
査
委
員
　
　
加
藤
　
好
男 

　
　
　
丸
子
町
監
査
委
員
　
　
金
井
　
松
男 

   

一
　
監
査
の
対
象 

（一）
　
一
般
会
計 

（二）
　
特
別
会
計（
六
会
計
） 

（三）
　
企
業
会
計（
一
会
計
） 

  二
　
監
査
の
基
準
日 

　
平
成
一
四
年
九
月
三
〇
日
現
在（
職
員
調
べ

に
つ
い
て
は
一
〇
月
一
日
現
在
） 

  

三
　
監
査
の
期
間 

　
平
成
一
四
年
一
〇
月
二
五
日
か
ら
平
成
一
五

年
一
月
一
四
日
の
期
間
中
一
五
日
間 

  

四
　
監
査
の
手
続
き 

　
丸
子
町
監
査
委
員
事
務
執
行
規
程（
平
成

九
年
四
月
一
日
監
査
委
員
告
示
第
一
号
）に

よ
り
実
施
し
た
。 

　
な
お
、監
査
手
続
き
の
適
用
は
試
査
に
よ
る

も
の
と
し
た
。 

  

五
　
監
査
の
重
点 

　
予
算
の
執
行
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。 

　
事
務
事
業
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。 

　
事
務
事
業
が
適
法
、適
正
か
つ
効
率
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

　
徴
収
事
務
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

　
違
法
、不
当
な
支
出
は
な
い
か
。 

　
不
経
済
な
支
出
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
な

い
か
。 

　
入
札
は
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

　
契
約
の
締
結
は
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。 

　
税
及
び
税
外
収
入
滞
納
繰
越
分
の
収

入
状
況
。 

　
繰
越
額
は
適
正
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る

か
。 

　
職
員
の
資
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
。 

　
町
民
に
対
す
る
広
報
活
動
は
充
実
し
て

い
る
か
。 

 

六
　
監
査
の
結
果
及
び
意
見 

　
歳
入
・
歳
出
と
も
係
数
に
誤
り
の
な
い
こ

と
を
認
め
た
。 

　
事
務
事
業
の
執
行
は
お
お
む
ね
計
画
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
徴
収
事
務
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
違
法
、不
当
と
見
ら
れ
る
支
出
は
な
い
。 

　
歳
入
に
つ
い
て
は
違
法
と
す
る
も
の
は
な

い
。 

　
繰
越
額
は
適
正
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。 

　
現
年
町
税
調
定
額
は
、前
年
比
△
七
・
八

％
、二
億
四
四
二
二
万
七
千
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
。特
に
長
引
く
不
況
の
影
響
か
ら
か
、

法
人
町
民
税
が
△
六
一・
九
％
、二
億
四
四
六

万
二
千
円
減
と
大
き
な
落
ち
込
み
と
な
っ

て
い
る
。 

　
個
人
所
得
の
内
容
も
、営
業
所
得
が
△一

二
・一
％
、給
与
所
得
も
△
四
・
九
％
で
あ
り
、

逆
に
年
金
受
給
者
の
増
に
よ
り
雑
所
得
が

増
加
す
る
な
ど
、税
負
担
の
構
造
に
変
化

が
見
え
、今
後
の
財
源
確
保
に
懸
念
が
感
じ

ら
れ
る
。 

　
市
町
村
合
併
は
、現
在
、懇
談
会
の
開
催

な
ど
を
通
じ
、情
報
の
提
供
、住
民
の
意
向

の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
さ
ら
な
る
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

職
員
に
つ
い
て
も
地
域
住
民
と
の
重
要
な

接
点
で
あ
る
の
で
、十
分
な
資
料
・
情
報
の

提
供
と
、多
く
の
研
修
の
機
会
を
与
え
、地

域
住
民
と
遊
離
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
さ
れ
た
い
。 

　
行
政
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、計
画（
Ｐ
）

〜
実
行（
Ｄ
）の
段
階
は
十
分
機
能
し
て
い

る
も
の
の
、予
算
執
行
後
の
点
検
、効
果
測

定（
Ｃ
）・ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等
の
作
業
が
十
分

で
な
く
、せ
っ
か
く
の
投
資
効
果
が
継
続
し

な
い
恐
れ
が
あ
る
。 

　
こ
れ
か
ら
は
乏
し
い
財
源
で
、よ
り
大
き

い
効
果
を
求
め
る
た
め
に
も
、Ｐ
・Ｄ
・Ｃ
と

い
う
作
業
を
定
着
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。 

　
例
え
ば
、本
年
度
重
要
事
業
と
し
て
、町

制
施
行
九
〇
周
年
記
念
事
業
に
取
り
組
み
、

そ
の一
環
と
し
て『
げ
ん
き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ

ア
』
を
開
催
し
、推
定
入
場
者
数
三
万
人

と
近
年
に
な
い
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

記
念
事
業
と
し
て
は
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
効
果
を
早
急
に
測

定
し
、町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
契

機
と
す
る
べ
き
と
考
え
る
。 

　
町
税
な
ら
び
に
税
外
収
入
に
つ
い
て
は
、

収
納
率
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、九
月
末
現
在
で
総
額

五
億
二
一
四
八
万
円
収
納
未
済
が
あ
る
。 

　
財
政
ひ
っ
ぱ
く
の
お
り
か
ら
、貴
重
な
財

源
で
あ
る
と
同
時
に
、公
平
な
応
益
負
担

の
原
則
か
ら
も
、収
納
未
済
の
陳
腐
化
を

防
ぎ
、早
期
解
消
を
図
る
と
と
も
に
発
生

の
未
然
防
止
に
は
さ
ら
に
万
全
の
取
り
組

み
を
進
め
ら
れ
た
い
。 

     

（一） 　 （二）
　 

 

（三）
　 

 

（四）
　 

（五）
　 

（六）
　 

 

（七）
　 

（八）
　 

 

（九）
　 

 

（十）
　 

 

（　）  

 

（　） 

  

（一） 　 （二）
　 

 

（三）
　 

（四）
　 

（五）
　
　　 

（六）
　 

（七）
　
　　　　　　　　　　　　 

（八）
　 

    

  

（九） 　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（十）
　 

    

十
一
 

十
二
 

　４月は、引っ越しや会社に就職をされる方が多い時期です。
そこで国民健康保険や国民年金について変更があったとき、
次のような手続きが必要となります。会社の届け出とは違い、
自分で届け出をするようになっていますので、早めの届け出を
お願いします。 

●加入の届出が遅れると 

　国保の資格がなくなったのに、やめる届出が遅れると、
ついうっかり国保の保険証を使って診療を受けてしまうこと
があります。 
　この場合は、国保から支払われた医療費を、あとで返し
ていただくことになります。 

●やめる届出が遅れると 

国保と年金の届出は14日以内に 

他の市町村から転入したとき 

職場の健康保健などをやめたとき 

生活保護をうけなくたったとき 

子どもが生まれたとき 

外国籍の人が加入すると 

他の市区町村に転入するとき 

職場の健康保健などに加入したとき 

生活保護を受けることになったとき 

死亡したとき 

外国籍の人がやめるとき 

退職者医療制度に該当したとき 

退職者医療制度に該当しなくなったとき 

住所、世帯主、氏名などが変ったとき 

保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき 

修学のため、子どもが他の市区町村に住むとき 

長期の旅行・出張などで別個の保険証が必要なとき 

転出証明書、年金手帳、印かん 

健保などの離脱証明書、年金手帳、印かん 

保護廃止決定通知書、印かん 

母子健康手帳、保険証、印かん 

外国人登録証明書 

保険証、印かん 

国保と健保などの保険証、印かん 

保護開始決定通知書、保険証、印かん 

死亡を証明するもの、保険証、印かん 

外国人登録証明書、保険証 

年金証書、保険証、印かん 

保険証、印かん 

保険証、印かん 

身分を証明するもの、保険証、印かん 

在学証明書、保険証、印かん 

保険証、印かん 

こんなとき 

加
入
す
る
と
き 

や
め
る
と
き 

そ
の
他 

持っていくもの 

国民年金 
�前納するとお得です 

～納入は４月３０日まで～ 

一定期間分の保険料をまとめて納めることを前納といいます。 
前納にすると、納め忘れの心配もなく、割引が適用されます。 

届出は加入の資格が発生した日から１４日以内に行ってく
ださい。届出が遅れても保険税や年金はさかのぼって納め
ることになります。 
 　また、その間の医療費は遅れた
理由が緊急やむを得ない場合を除
き、全額自己負担になります。 

毎月納めると、１年間で 

　　   13,300円×１２ヵ月＝ 159,600円 
でも、1年分まとめて納めると156,770円 
　　　　　　　　　　前納は、2830円のお得 
※ほかに半年前納79,150円もあります。（割引額650円） 

※持っていくものについては、上記以外のものが必要になる場合があります。 

※ 
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　町ではこのほど、丸子町男女共同参画計画を策定をしました。この計画は丸子町において
男女共同参画社会を形成するためのもので、昨年12月から、丸子町男女共同参画推進委員会
で審議され、その報告をもとに策定したものです。 
　また、計画年度は、平成15年度～19年度までの5カ年で、平成10年度に策定した「まるこ
女性プラン」に続く第2次女性行動計画という性格を併せ持っています。 
　この計画は、基本目標に�あらゆる分野における男女共同参画の推進　�男女の人権尊重
と男女平等の意識づくり　�少子高齢化に対応した男女の自立支援と環境づくり　�女も男
もいきいきと働くための環境づくりを挙げ、平成19年度までに達成すべき目標の実現に向け
ての施策及び具体的事業内容を示したものです。 
　なお、この計画の詳細につきましては、追って広報でお知らせする予定です。 

　2月26日文化会館小ホールにおいて、第17回みんなの人権セミナー第1講座が開催され、京
都府在住のジャーナリスト木下明美さんの講演が行なわれました。 
  
「男の自立　女の自立」 
　よく男性が「女性は弱いとか女性の権利とかいうけど、今女性は十分強い。僕なんか家に帰っ
たら小さくなって暮らしてます。」とか言われる。 
　確かにおしゃもじ権･･･妻権。妻権は強いかもわからない。まず、人としてどうかっていうのを国際比較した、
人間開発指数･･･平均寿命、教育水準（成人識字率と就学率）、国民所得を用いて算出･･･これは162カ国のうち、
9位なんです。 
　次にジェンダー・エンパワーメント指数というのがあります。これは女性が積極的に経済界や政治活動に参加
し、意思決定に参加できるかどうかを測るもので、具体的には、女性の稼動所得割合、専門職・技術職・管理職
に占める女性の割合で、これは、女性がどれだけ社会の中で力を持っているかを表わしている指数です。日本は、
Ｇ7、Ｇ8とか言われながら、日本の指数は、64カ国中31位っていうのが悲しいですね。何でそうなってしまうの
かと言うと、これは、日本の場合は、戦後平和憲法ができて男女平等っていくら言っていても、国際比較した時、
「男は外、女はうち」という観念が日本はことさら強いのです。1985年に男子の進学率よりも女子の進学率の方
が上がったのになぜ31位なのか。 
　日本は教育立国で、教育はすごくがんばっているのに、いわゆる自立教育はしていないのではないか。女性が
自立できるように教育はしてないのではないか。高度経済成長をひた走っていた時代は、「性別役割分業」がう
まくいっていたが、「男は外」っていう価値観は、21世紀はしんどい。 

　96年に「男女共同参画社会基本法」ができ、これは、女
性の社会進出を保障する法律です。男だから女だからとい
う生き方にそうしばられない生き方をしたいっていうのが
これからの生き方です。 
　介護について、男性は、自分の親であるのに介護の最前
線に立とうとしない。誰もが年をとっていくんだから目を
そむけていることなどできないんだから自分が最前線に立
たないといけないのです。男性も親の介護を何回かやって
みると考えが変わりますよ。自分の親の介護には、自分が
最前線に立ちましょう。それによって妻の信頼を獲得でき
ます。 

ジャーナリストの木下明美さん 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

※このコーナーへの
　ご意見ご感想をお
　待ちしています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

『
新
た
な
農
業
経
営
を
め
ざ
し
て
』（
農
林
課
） 

 
　
農
業
は
、食
べ
物
だ
け
で
な
く
、地
域
の
自
然･

景

観･
文
化
を
も
育
ん
で
き
ま
し
た
。当
町
に
お
い
て
も

中
山
間
地
域
と
い
う
地
形
的
制
約
の
中
、自
然
環
境

の
保
全
、良
好
な
景
観
形
成
な
ど
多
面
的
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、現
況
は
耕
す
人
が
育
た
ず
高
齢

化
が
著
し
く
、田
畑
の
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ
り
、農
業
の

持
つ
多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
原
因
と
し
て 

◎
経
営
目
標
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、農
業
に
魅
力

を
感
じ
な
い
。 

◎
労
働
条
件
、就
業
条
件（
労
働
報
酬
、役
割
分
担
、

休
日
、労
働
時
間
等
）が
決
ま
っ
て
い
な
い
。 

◎
女
性
名
義
の
資
産
が
少
な
く
、補
助
的
な
仕
事
が

多
い
。 

◎
老
後
の
生
活
保
障
が
明
確
で
な
い
。 

◎
相
続
に
お
い
て
、権
利･

保
障
に
係
わ
る
紛
争
が
お

き
や
す
い
。 

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
方
法
と
し
て｢

家
族
経
営
協

定｣

が
あ
り
ま
す
。家
族
構
成
員
一
人
ひ
と
り
が
魅
力

あ
る
農
業
を
営
ん
で
い
く
た
め
の一つ
の
方
法
と
し
て
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
休
日･

労
働
報
酬･

労
働
時
間
等

に
つ
い
て
あ
る
一
定
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
お
互
い
の
立
場

を
認
め
合
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。 

　
こ
こ
に
、家
族
経
営
協
定
を
結
ば
れ
て
１
年
余
り

に
な
る
方
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。 

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
叫
ば
れ
て
い
る

現
在
、家
族
経
営
協
定
は
そ
の
原
点
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
一
人
の
人
間
と
し
て
自
立

し
、相
互
に
認
め
合
い
、理
解
し
合
う
事
を
書
面
に
表

し
、約
束
す
る
こ
と
は
家
族
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

最
高
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。協
定
を
結
ぶ
と
家
族

が
協
力
的
に
な
っ
た
、子
ど
も
が
時
々
帰
っ
て
き
て
農

作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
、家
族
で
の
話
し
合
い
が
増

え
た
な
ど
、上
々
の
成
果
で
す
。勉
強
会
も
重
ね
て
い

ま
す
。地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、１
組
で
も
多
く

家
族
経
営
協
定
を
締
結
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。」 

　
協
定
書
の
内
容
は
自
由
で
す
が
、取
り
組
み
や
す
い

と
こ
ろ
か
ら
協
定
を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

法
的
な
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、第
三
者
が
立
ち

会
う
こ
と
に
よ
り
協
定
を
よ
り
実
効
的
な
も
の
に
す

れ
ば
、家
族
の
結
束
が
強
ま
る
こ
と
は
確
実
で
す
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
　
J
A
、農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り
た
い
、

ま
た
、ぜ
ひ
締
結
し
た
い
と
い
う
方
は
、地
元
の
農
業
委

員
か
農
林
課（
�
42
―
１
０
３
７
、有
線
２
４
５
８
１
）

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
町
内
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
専
門
部
の
中
に
人
権
同
和
教
育

部
を
設
け
て
、役
員
の
学
習
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
研
修
、新
聞
の
発
行

な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
塩
川
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
和
教
育
部
の
活
動
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

　
部
員
は
11
人
で
同
和
教
育
部
通
信「
ま
な
ぶ
」を
年
５
回
発
行
、

学
年
・
学
級
懇
談
会
の
推
進
、学
習
会
の
開
催
、各
種
研
修
会
・
講
演

会
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
部
の
活
動
方
針
と
し
て「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
差
別
問
題
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、積
極
的
に
人
権
同
和
教
育
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」を
柱
に「
部
員
が
人
権
同
和

教
育
を
学
ん
で
、正
し
く
理
解
す
る
こ
と
」そ
し
て「
い
ま
だ
に
な
く

な
ら
な
い
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
に
対

し
て
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
見
つ
め
直
し
、人
権
感
覚
を
養
い
、正
し

い
知
識
や
思
い
や
り
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、共

に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
各
種
研
修
会
に
参
加
し
た
感
想（
同
和
教
育
通
信「
ま
な
ぶ
」よ

り
） 

　『
皆
さ
ん「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」っ
て
い
う
歌
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。一
度

は
耳
に
し
て
い
る
曲
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
歌
は
愛
し
合
う
男
女
が

結
婚
を
反
対
さ
れ
、女
性
の
こ
と
を
考
え
、愛
し
な
が
ら
も
身
を
引

い
た
男
性
の
悲
し
く
切
な
い
気
持
ち
を
歌
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

結
婚
を
反
対
さ
れ
た
理
由
は
、男
性
が
被
差
別
部
落
出
身
だ
っ
た
か

ら
で
す
。こ
の
事
を
聞
き
、私
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り

胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
残
っ
て
い
る

事
を
知
り
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。』 

収穫のよろこびを体験できる食農学習も実施 
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★国保税　10期（3月31日） 
★上下水道使用料　12・1月分（3月31日） 
★介護保険料（普通徴収）　1期（4月30日） 
 
 
 
 
★年金相談 
　4月24日（木）10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
4月8日（火）　18日（金）　28日（月）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線24821 

★巡回ハローワーク 
　4月18日（金）　�23－8609 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970
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納税は便利は口座振替を 

2月 
届出分 
（敬称略） 

 

問 問 

第
四
十
回 

短
歌
の
部    

近
藤 

良
子 

選 
《 

一
位
》 
若
返
り
は
か
る
と
い
い
て
リ
ス
ト
ラ
を
告
げ
ら
れ
し
と
き
ふ
る
え
と
ま
ら
ず 

生
　
田 

柴
田
　
長
子 

《 

二
位
》 

断
ち
切
ら
れ
甦
る
な
き
い
の
ち
な
り
事
故
の
歩
道
を
夜
の
あ
め
打
つ 

上
丸
子 

深
井
喜
久
代 

  

山
畠
の
南
天
小
叢
に
か
く
れ
ゆ
く
羽
美
し
き
雉
に
遭
ひ
た
り 

長
　
瀬
　
竹
内
ふ
み
お 

信州国際音楽村　�42-3436 丸子町文化会館　�42-0001　有線24701

問 丸子町文化会館　�42-0001　有線24701

�東内・西内コース 
　4/1（火）　4/15（火）　5/2（金） 

�腰越・依田コース 
　4/3（木）　4/17（木）　5/1（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　4/8（火）   4/22（火）   5/9（金） 

�塩川・藤原田コース 
　4/10（木）   4/24（木）   5/8（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　4/9（水）   4/23（水）   5/7（水） 

～～～ 

今月の一冊 

あきらめない 

著者／鎌田　實 
発行／集英社 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
よく見る夢　上・下 シドニィ・シェルダン アカデミー出版 
嫌われ松子の一生 山田　宗樹 幻 冬 舎 
月は静かに 丸山　健二 新 潮 社 
星宿海への道 宮本　　輝 幻 冬 舎 
五輪書 岸　　祐二 ナ ツ メ 社 
クローン人間 響堂　　新 新 潮 社 
田中耕一という生き方 黒田　竜彦 大 和 書 房 
拉致救出運動の2000日 荒木　和博 草 思 社  

あおぞら号 
枝豆そら豆　上 梓沢　　要 講 談 社 
邪光 牧村　　泉 幻 冬 舎 
なにわの夕なぎ 田辺　聖子 朝日新 聞 社 
五郎治殿御始末 浅田　次郎 中央公論新社 
年下の女友だち 林　真理子 集 英 社 
真田三妖伝 朝松　　健 祥 伝 社 
まんてん　下 梶本　惠美 日本放送出版協会 
中仙道六十九次 平岩　弓枝 講 談 社 

金子図書館�42－2414 
　休館/月曜・祝日・月末日 

※4月のおはなし会は4月19日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp
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期　間◆4/13（日）ごろまで 
時　間◆午前10時～午後4時 
入場料◆無料 

≪切花・球根　販売≫ 
期間中、ご希望の方にお分けします。数に限り 
がありますので、品切れの際はご容赦ください。 
　切花…5本　100円 
　球根…150円 
 
 

音楽村すいせんまつり 

期　間◆4/6（日） 
場　所◆信州国際音楽村　ホールこだま 
時　間◆開演　午後2時 
入場料◆一般　2,000円　高校生以下　1,000円 

期　間◆6/3（火） 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 
時　間◆開場　午後5時30分　 
　　　　開演　午後6時 
入場料◆6,600円（全席指定） 

3月29日（土）午前10時より各プレイガイドにてチケット発売 

第1回戦没音楽学生 
慰霊のコンサート 3,000㎡の畑に咲く10万本の花たちが、皆様

のご来場をお待ちしております。 「慰霊記念音楽館（仮称）建設に向けて」 

さだまさしアコースティックコンサート 

　
丸
子
公
園
の
一
角
に
か
つ
て

依
水
館
（
い
す
い
か
ん
）
と
呼

ば
れ
た
建
物
が
残
っ
て
い
る
。

戦
前
に
建
て
ら
れ
（
大
正
七
年
）

町
の
迎
賓
館
と
し
て
使
用
さ
れ

た
施
設
と
言
わ
れ
て
い
る
。
戦

中
戦
後
と
個
人
の
手
に
渡
り
住

宅
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
の
度
土
地
と
共
に
競
売

に
掛
け
ら
れ
、
町
が
取
得
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
製
糸
業
で
繁

栄
を
誇
っ
た
当
時
の
面
影
を
残

す
建
造
物
は
歴
史
の
経
過
の
中

で
次
々
と
姿
を
消
し
、
今
は
こ

の
旧
依
水
館
と
カ
ネ
タ
の
煙
突

ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
。
依
水
館

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

良
質
な
材
料
を
使
用
し
た
し
っ

か
り
と
し
た
近
代
建
造
物
で
取

り
壊
す
の
は
惜
し
い
。
こ
の
建

物
に
は
屋
根
か
ら
下
る
雨
水
を

た
め
る
大
き
な
タ
ン
ク
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
水
不
足
を

補
う
生
活
の
工
夫
と
は
い
え
、

当
時
の
本
格
的
な
雨
水
利
用
に

お
け
る
先
進
的
な
導
入
に
は
驚

き
で
あ
る
。
依
田
川
の
清
流
を

眼
下
に
し
、
丸
子
の
移
り
変
わ

り
を
見
届
け
て
き
た
依
水
館
は
、

丸
子
町
の
近
代
化
を
後
世
に
伝

え
る
数
少
な
い
町
の
文
化
遺
産

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

今も大正の風情を残す依水館 
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